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報

告

次
い
で
、
生
誕
の
地
と
さ
れ
る
援
団
市
戸
田
の
柿
本
神
社
へ

。
参
道
の
階

段
を
登
り
、
正
面
の
社
殿
に
向
か
っ
て
右
手
に
は
・
、
筆
柿
が
鈴
な
り
で
あ
っ

た
。
綾
部
宮
司
の
御
厚
意
で
、
人
麻
日
童
子
像
を
拝
顔
。
さ
ら
に
、
「
ひ
と

ま
ろ
の
里
」
と
い
う
案
内
板
の
立
つ
小
野
地
区
を
め
ぐ
っ
て
、
玄
回
生
し
た

「
柿
本
朝
臣
人
麿
の
御
廟
所
」
に
拝
礼
。
そ
こ
に
は
、
い
く
た
り
も
の
人
麻

呂
像
が
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
で
は
無
く
思

え
て
く
る
里
の
風
景
が
あ
っ
た
。

山
口
県
に
入
り
、
長
門
市
仙
崎
の
金
子
み
す
ず
記
念
館
で
、
匙
百
庖
の
附
に

件
む
み
す
ず
の
面
影
を
追
っ
た
後
、
海
鮮
中
心
の
昼
食
を
い
た
だ
き
、
人
麻

呂
を
杷
っ
た
日
本
三
社
の
ひ
と
つ
、
八
幡
人
丸
神
社
に
む
か
う
。
い
つ
の
ま

に
か
雨
は
止
み
、
太
陽
が
顔
を
出
し
て
い
た
。
こ
こ
に
も
小
さ
な
筆
柿
が
地

面
に
い
く
つ
も
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
思
い
思
い
に
散
策
し
、
人
麻
呂
の
作
だ
と

い
う
、
人
麻
呂
ら
し
か
ら
ぬ
歌
の
碑
に
小
首
を
か
し
げ
な
が
ら
も
、
こ
れ
を

カ
メ
ラ
に
収
め
る
。

最
後
の
見
学
地
は
、
角
島
。
角
島
大
橋
の
手
前
の
海
士
ケ
瀬
公
園
で
パ
ス

を
降
り
、
言
葉
を
な
く
す
入
、
あ
る
い
は
叫
ぶ
人
、
み
な
そ
の
景
観
に
圧
倒

五
O

さ
れ
た
。
斜
め
に
傾
き
か
け
た
秋
の
日
差
し
を
受
け
、
ま
ば
ゆ
い
潮
流
を
み

や
り
な
が
ら
、
大
橋
を
通
っ
て
角
島
に
渡
り
、
下
関
市
立
角
島
小
学
校
の
校

庭
脇
に
あ
る
「
角
島
の
瀬
戸
の
若
布
」

(巻
十
六
・

三
八
七

二

の
歌
を
刻
ん

だ
仰
の
前
に
立
つ
。
強
い
潮
風
に
あ
お
ら
れ
る
中
、
近
く
の
休
憩
所
で
名
残

の
お
土
産
を
も
と
め
た
後
、
解
散
場
所
で
あ
る
新
山
口
駅
に
向
か
っ
た
。

パ
ス
に
揺
ら
れ
て
う
つ
ら
う
つ
ら
し
つ
つ
、
人
麻
巴
が
市
阿
茶
集
か
ら
飛
び

出
し
て
、
こ
の
地
の
人
々
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
っ
た
、
長
く
豊
か
な

営
為
に
思
い
を
は
せ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
の
ま
に
か
「
な
つ
か
し
の
国
石

見
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
強
く
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
。
そ
れ
は
、
車
中
、
筆
者
の
席

の
前
に
い
ら
し
た
島
根
県
職
員
の
寺
本
さ
ん
と
元
田
さ
ん
が
、
二
日
間
「
な

つ
か
し
の
国
石
見
」
の
ロ
ゴ
入
り

T
シ
ャ
ツ
を
着
て
お
ら
れ
た
か
ら
と
い

う
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

末
筆
な
が
ら
、
今
般
の
臨
地
調
査
研
究
に
お
い
て
、
終
始
、
万
全
の
気
配

り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
二
人
に
、
そ
し
て
神
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た

しミ。

(白
井
伊
津
子
記
)



予

告

一

O
葛
葉
一

日
旅
行

本
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
商
業

一
日
旅
行
」
を
左
記
の
よ
う
に
開

苅
催
日

催
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

平
成
二
十
五
年
五
月
十

一
日

(土
曜
日
)

集
合
時
刻
・
場
所

午
前
九
時
三
十
分
。
天
迎
駅

(近
鉄
天
理
線
、
J

R
桜
井
線
)
前
。

行
程

参
加
費

四件説

天
理
駅
前
↓
石
上
神
宮
↓
夜
都
伎
神
社
↓
大
和
神
社

(昼
食
)

↓
大
和
神
社
御
旅
所
↓
崇
神
天
皇
陵
↓
黒
塚
古
墳
↓

J
R
柳
本

駅

(解
散
、
午
後
三
時
半
)
(
な
お
、
当
日
の
天
候
等
に
よ
り
コ

l

ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
解
散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

。剖
t

和本

坂
本
信
幸
氏

(前向桜
木学
会
代
表

・
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
館
長
)

影
山
尚
之
氏

(高
築
学
会
編
輯
委
員

・
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
)

そ
の
他

事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
天
決
行
。
弁
当

持
参
。
全
行
程
徒
歩
の
た
め
歩
き
や
す
い
服
装
・
履
物
で
ご

参
加
下
さ
い
。
(
な
お
、
旅
行
中
の
事
故
等
に
つ
き
ま
し
て
は

本
会
で
は
責
任
を
負

い
か
ね
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

予

丘t
cョ

U 、。

O
第
六
十
六
回
葛
葉
学
会
全
国
大
会

二

O
二
二
年

(平
成
二
十
五
年
)
度
、
第
六
十
六
回
の
市
内
業
学
会
全
国
大

会
は
、
東
京
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

雪コ
l:Ju 

閉
山
能
司
4

p
fー

十
月
十

二
日

(土
)
午
後

公
開
講
演
会

(東
京
大
学
本
郷
キ
ヤ
ン
パ

ス
)
・
懇
親
会

十
月
十
三
日

(日
)
全
日

研
究
発
表
会

(東
京
大
学
本
郷
キ
ヤ
ン
パ

ス

十
月
十
四
日

(月

・
祝
)

臨
地
調
査
研
究

公
開
講
演
会

(予
定
)

東
京
大
学
教
授

品
目
悦

一
氏

関
聞
大
学
教
授

.....同
!j!t. 

善
彦
氏

O
研
究
発
表
者
募
集

内
容

上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

間

発
表
三
十
分

・
質
疑
応
答
十
五
分

応
募
締
切

二
O
一
三
年
六
月
三
十
日

(日
)

五



予

fr-
Eコ

研
究
発
表
希
望
の
方
は
、
題
名
・
氏
名

・
所
属
を
明
記
の
上
、
要
旨

(八

百
字
以
内
)
を
添
え
て

0現在編輯委員会は、次の十九名によって構成されています。(五 卜音lllfi)

乾 善彦 上野誠 内田賢徳 O大島信生 奥村和美

商
業
学
会
本
部
(
関
西
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
合
同
研
究
室
)

あ
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
表
を
お
願
い
す
る
場
合
に
は
、

あ
ら
た
め
て
八
月
三
十

一
日

(土
)
ま
で
に
要
項
集
の
原
稿
作
成
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

以
上

鉄野昌弘白井伊津子宏佐野。坂本信幸影山尚之
五

村田正同蜂矢真郷橋本雅之芳賀紀雄一夫西

健吉井山崎健司毛利正守村田右富実

(。学会代表、O編]1笥委員長)

(なお、前号の学会代表と編;1訂委員長の記載に誤りがありました。訂正いたします。)



編

輯

後

記

O
二
百
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
巻
頭
に
掲
載
の

神
野
士
心
隆
光
氏
の
論
文
は
、
昨
年
の
全
国
大
会
に

お
け
る
講
演
を
原
稿
化
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。
続
く
蜂
矢
真
弓
氏
の
論
文
は
、
上
代
認
の
被

額
形
に
に
つ
い
て
、
形
容
詞
被
覆
形
を
想
定
し
た

上
で
考
察
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
報
告
」
に
は
昨

年
の
全
国
大
会
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
内一同

制
収
山
小
の
大
会
関
係
者
に
は
大
変
お
山
訴
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

。
「
予
告
」
欄
に
は
「
市
内楽

一
日
旅
行
」
の
案
内
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
五
月
十
一
円
(
土
曜

日
)
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
と

同
じ
「
山
辺
の
道
」
が
コ
ー
ス
で
す
が
、
今
回
は

天
迎
1
柳
本
間
を
歩
き
ま
す
。
地H
械
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

O
昨
年
イ
月
に
大
積
真
幸
氏
が
編
輯
委
員
を
退
か

れ
、
十
二
月
か
ら
村
田
右
官
問
実
氏
に
新
た
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
年
四
月
よ
り
代

表
が
坂
本
信
幸
氏
か
ら
内
田
賢
徳
氏
に
、
編
制
委

只
長
が
私
か
ら
影
山
尚
之
氏
に
交
代
し
ま
す
。
年

間
凶
の
刊
行
が
で
き
ま
す
よ
う
皆
機
の
ご
投
稿
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
次
号
の
編
輯
ま
で
私
が

担
当
す
る
予
定
で
す
。

O
前
回
す
の
編
騎
後
記
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
今
年
の

全
国
大
会
は
東
京
大
学
で
開
催
し
ま
す
。
次
号
に

は
さ
ら
に
詳
し
い
案
内
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

な
お
研
究
発
表
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
六
月
末

日
ま
で
に
学
会
本
部
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

(
大
島
信
生
)

〈

V

お
願
い

O

l

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
附
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
資
の
納
入
お
よ
び
入
会
巾
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

0
0

九

O
O
七
二
九
一
四
七
商
業
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
胤
山
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
前
文
堂
山
版
内
政
築
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

て
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

て

内
容
は
、
市
内
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
祉
は
、
原
則
と
し
て
凹
百
字
詰
め
原
杭
用
紙

四
十
枚
程
度
(
た
だ
し
「
賞
業
片
々
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

て
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
四
部

(
コ
ピ
|
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
村
持
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

一
、
採
否
決
定
は
、

一編
輯
委
只
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
拘
批
判
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
刈
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
中

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

て
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
商
業
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。

政
築
学
会
会
則

一
、
本
会
は
、
向
山
楽
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
南
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
市
内
業
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
山
a

込
み
に
よ

っ
て
会
長
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
民
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
商

業
」
を
編
絹
・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年

一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
目
的

に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、

会

μ
は
、

年
額
川
千
円
の
会
資
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
め

(凶
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
府
吹
田
市
山
手
間
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
一
内
大
学
文
学
部
国
諸
国
文
学
専
修
合
同

研
究
室
内
(
郵
使
番
号
五
六
四
八
六
八

O
)
 

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯
発
行
は
編

樹
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
世
く
。



首

向

葉

第

二
百
+
四
号

平
成
二
十
五
(ニO
ご一
一)
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
二
十
五
(ニロ一
z
一)
年
三
月
三
十

日

発

行

頒
価
一
、

0
0
0
円

送

料

六

O
円

掛
醐
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
西
大
学
文
学
部
国
語
国

文
学
専
修
合
同
研
究
室
内

編輯

・発

行

寓

葉

学

会

代

表

者

坂

本

信

幸

振
替

O
O九
O
O
七
B

二
九

一
四
七

世
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室
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